
（別紙３）

～ 令和8年7月3日

（対象者数） 7 （回答者数） 4

～ 令和8年7月28日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもの変化や成⾧を丁寧に把握し、個々の発達段階やニーズに
合わせた支援内容の充実を図ります。さらに、関係機関との連携
体制を深め、職員間での情報共有や研修を通じて支援力の向上を

図り、より安心・安全な支援環境の提供に努めます。

2

保護者や関係機関との情報共有をより一層充実させ、家庭・学
校・事業所が同じ方向性を持って子どもの成⾧を支えられる連携
体制の強化に努めます。また、ご家庭の状況や希望に寄り添い、
一人ひとりのニーズに応じた柔軟な支援を継続することで、安心
して利用いただけるサービス提供を目指します。

3

子ども一人ひとりの個性や気持ちを尊重し、安心して過ごせる居
場所づくりに取り組んでいます。日々の様子や成⾧を職員間で共
有しながら、個々に合わせた支援を行い、信頼関係を育むことで
自己肯定感や社会性の向上につながる支援を実践しています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員間での情報共有を円滑に行うため、定期的なミーティングや
日々の記録を活用し、支援内容や対応方法について共通理解を深
めていきます。また、研修や事例検討の機会を継続的に設け、職
員一人ひとりの専門性や支援力の向上を図ります。さらに、子ど
もの興味や発達段階に応じた活動内容の見直しや充実、地域との
関わりを広げる取り組みを進め、より質の高い支援の提供につな
げていきます。

2

3

当事業所では、子ども一人ひとりの特性や発達段階を丁寧に
把握し、それぞれのニーズに応じた個別支援を行っていま

す。また、保護者や学校、関係機関との連携を大切にし、子
どもの成⾧や社会性の向上を支える一貫した支援体制づくり
に努めています。さらに、安全で安心して過ごせる環境整備
や職員の専門性向上にも継続的に取り組み、子どもとご家族

に寄り添った支援を提供しています

利用者一人ひとりの特性や発達段階、その日の体調や気持ち
を大切にし、状況に応じて柔軟に支援内容を調整していま

す。小さな達成や成功体験を積み重ねることで、自信や意欲
につながる支援を心掛けています。また、保護者や学校、関
係機関との情報共有を密に行い、共通理解のもとで継続性の
ある支援を実施しています。職員間では、支援前後の打ち合
わせやケース検討を通じて支援方針を共有し、安全で安心で

きる環境づくりと支援の質の向上に努めています。

保護者との日々の情報共有や相談対応を大切にし、ご家庭の
状況やニーズに寄り添った支援を行っています。就労されて
いるご家庭についても、延⾧支援や送迎時間の調整など、可
能な範囲で柔軟に対応しています。また、学校や相談支援専
門員、関係機関との連携を密に図り、子どもの成⾧や変化に

応じた継続的で一貫性のある支援を提供しています。

保護者との信頼関係の構築を大切にし、日々の連絡や情報共
有を通して、お子さまの成⾧や状況を共に見守る支援体制づ
くりに努めています。また、ご家庭の生活状況やニーズに配
慮し、延⾧支援や送迎時間の調整など柔軟な対応を行ってい
ます。学校や相談支援専門員、関係機関とも連携を密に図

り、共通理解のもとで継続性のある支援を提供しています。

子ども一人ひとりが安心して自分らしく過ごせる環境づくり
を大切にし、日々の関わりを通して信頼関係を深めながら、

成⾧を支える支援を行っています。

子どもの気持ちに寄り添い、一人ひとりの個性やペースを尊
重した関わりを心掛けています。安心して過ごせる環境づく
りと信頼関係の構築を大切にし、自己肯定感や意欲を育む支

援に努めています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

当事業所では、日々の支援や送迎業務を行う中で、職員間の
情報共有や支援の振り返りの時間を十分に確保することが課
題となる場合があります。今後は、記録の活用やミーティン
グ方法の工夫など、効率的に情報共有できる体制を整え、職
員間の連携をより強化することで、子ども一人ひとりに対す

る支援の質の向上につなげていきます。

利用する子ども一人ひとりの特性や支援ニーズが多様化する
中で、個々に応じた支援の充実と、職員間での共通理解をよ
り深めていくことが必要です。また、日々の業務の中で情報
共有や研修の時間を十分に確保することが難しい場合もある
ため、効率的な連携方法や支援体制の見直しを行い、職員の
専門性向上と支援の質の向上につなげていくことが今後の課

題です。

令和8年7月24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年7月29日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ブロッサムジュニア 小倉南教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和8年6月24日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


